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Control Rod Cluster Guide Tubes (GTs) in PWR nuclear plant have the possibility to be worn due to fluid 

induced vibration of Control Rod Clusters. The guideline for GTs maintenance had been established after the 

discussion with experts, and GTs in Japanese PWR plants have been already maintained in accordance with 

these maintenance rules. 

Recently, the new edition of this guideline including new GTs inspection results and latest evaluation of wear 

criterion has been published in order to reflect these latest information into maintenance rules for the actual 

plants. The summary of this guideline and these improvement activities are introduced in this paper. 

 

Keywords:  Guide Tube, wear, maintenance, guideline, rule 

 

１．緒言 

加圧水型原子力発電所（PWR）の制御棒クラスタ案内

管（以降 GT と称する）は、制御棒を炉心へ案内する機

能を有しており、その案内板はプラント運転中における

制御棒の流動振動により図 1 に示すリガメント部が摩耗

する懸念がある。この摩耗事象に対し、合理的な点検・

評価のあり方を示すことを目的として、平成14年3月に

火力原子力発電技術協会から「炉内構造物点検評価ガイ

ドライン」が刊行された。その後、本ガイドラインに従

って国内PWRプラントのGT案内板点検を実施し、平成

16年 1月には各プラントグループの点検時期を示した第

2版が刊行されている。 

今般、第 2 版刊行以降、現在までの GT 案内板点検結

果や最新条件での評価結果等を盛り込んだ第 3 版が原子

力安全推進協会から発行された。ここでは、これら最新

の情報をガイドラインへフィードバックして GT 案内板

保全活動の向上を図る取り組みの概要を紹介する。 
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図1. GT案内板の摩耗 

 

 

２．ガイドラインの概要 

ガイドラインでは GT に要求される機能が維持できる

よう、管理基準や合理的な点検範囲、点検周期を規定し

ている。これらに基づいた GT の点検・評価・保全のフ

ローを図2に示す。 
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図2. GT案内板の点検・評価・保全のフロー 
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図 2 に示す GT の点検・評価・保全について、具体的

な手法を以下に記す。 

GT案内板摩耗の評価においては、リガメント部の摩耗

を評価するために、摩耗無しの状態を0％、制御棒が形状

的に抜け出るまで摩耗した状態を 100％とした「摩耗長

さ」を定義している。初回点検を実施したプラントの次

回点検時期は、図 3 に示すように初回点検で得られた摩

耗長さとその時点までのプラント運転時間を基に摩耗進

行予測を行い、摩耗が管理摩耗長さ（別途算出している

摩耗長さの管理基準）に達するまでの期間の1/2となる時

期を目処にしている。このように設定した次回点検時期

に点検を実施し、摩耗が管理摩耗長さに達する前に余裕

を持って保全する（GT取替や炉内構造物取替）こととし

ている。 
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図3. 次回点検時期 

 

３．点検時期へのフィードバック 

GT案内板の摩耗事象に対して、第 2版刊行以降の摩耗

点検データや最新条件での評価結果等が蓄積されてきて

いることから、これらを盛り込んで GT 案内板保全活動

の PDCAサイクルを確実に行うことが重要となってくる。

これらを反映した第3版の概要を以下に記す。 

3.1 グループ化の見直し 

ガイドラインでは国内PWRプラントのGT摩耗事象を

適切かつ合理的に点検・評価していくため、評価対象で

ある GT 案内板形状や上部炉心構造物の型式等を基に、

類似の摩耗速度を示すと考えられるプラント毎にグルー

プ化を行っている。第 3版では第 2版刊行以降の新設プ

ラントや炉内構造物取替を実施したプラントを踏まえ、

グループ化の見直しを行っている。 

 

3.2管理摩耗長さの見直し 

摩耗長さの管理基準として定めている管理摩耗長さは、

地震時においても制御棒が GT 案内板から抜け出さない

よう設定されており、制御棒の地震による慣性力と案内

板が制御棒を保持しようとする力とのつり合いから算出

している。第 3 版では、近年の地震条件の見直しを反映

して管理摩耗長さの見直しを行っている。 

 

3.3点検時期の見直し 

第 2 版刊行以降に点検を実施したプラントについて、

点検結果を基に摩耗進行予測を実施している。未点検プ

ラントの点検時期については同グループ内で先行して点

検したプラントの結果を基に設定することとしており、

この点検時期についても見直しを行っている。 

 

3.1～3.3項に示すように、第3版では点検データの蓄積

による点検時期の見直しや、最新条件での評価結果の反

映等を実施しており、プラントの安全性を維持しながら、

より実態に沿って合理的な GT の保全活動を行うことが

できるものとなっている。 

 

４．結言 

炉内構造物点検評価ガイドラインでは、GT案内板の摩

耗事象に対する合理的な点検・評価のあり方を示してお

り、国内PWRプラントはこれに従って点検を実施してき

ている。これによって得られた点検結果や最新条件での

評価結果等を取り入れることで、プラントの安全性を維

持しながら、より実態に沿って合理的な GT 保全活動を

行うことができる。プラントの安全性・信頼性を向上す

るためには、このように点検結果や最新条件での評価結

果等を取り込んでデータを更新しながら、保全活動の

PDCA サイクルを確実に行うことが重要であり、今後も

このような取り組みを継続していくこととする。 
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